
レ
ッ
ド
・
ル
ー
レ
ッ
ト
（
そ
の
一
） 

 

稲
宮 

健
一 

  

表
題
の
単
行
本
を
読
ん
だ
。
副
題
は
「
中
国
の
富
・
権
力
・
腐
敗
・
報
復
の
内
幕
」
で
あ
る
。
著
者
は

香
港
、
海
外
生
活
を
経
験
し
た
中
国
人
、
デ
ズ
モ
ン
ド
・
シ
ャ
ム
（
沈
棟
）
で
、
彼
の
妻
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・

デ
ュ
ア
ン
（
段
偉
紅
、
六
七
年
生
）
が
改
革
開
放
時
代
、
丁
度
日
本
の
高
度
成
長
期
に
似
た
時
代
に
ビ
ッ

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
興
し
、
新
富
裕
層
に
達
し
た
が
、
後
に
共
産
党
の
政
治
の
流
と
不
整
合
を
起
し
、 

失
踪
し
て
し
ま
っ
た
内
情
を
書
い
た
。
デ
ズ
モ
ン
ド
は
所
謂
、
赤
い
貴
族
の
出
身
で
は
な
い
。
ホ
イ
ッ
ト

ニ
ー
は
山
東
省
の
地
方
役
人
の
家
の
出
で
南
京
理
工
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
び
、
ま

た
優
れ
た
文
章
力
を
持
っ
て
い
た
。
二
人
は
二
〇
〇
二
年
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ
国
立
公
園
に
旅
行
、
さ
ら
に

結
婚
へ
た
ど
り
着
く
。
北
京
で
行
っ
た
披
露
宴
で
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
一
人
の
ご
婦
人
を
丁
重
に
も
て
な

し
て
い
る
姿
を
覚
え
て
い
る
。
後
か
ら
、
こ
の
夫
人
は
温
家
宝
の
妻
、
張
培
莉
（
張
お
ば
さ
ん
、
四
一
年

生
）
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
張
お
ば
さ
ん
と
の
コ
ネ
の
後
ろ
盾
を
得
て
、

大
企
業
主
と
な
り
新
富
裕
層
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。 

 

温
家
宝
は
学
生
時
代
、
地
質
学
を
専
攻
し
、
張
お
ば
さ
ん
と
共
通
の
分
野
の
縁
で
結
ば
れ
た
。
後
政
治

の
世
界
に
入
り
、
党
の
総
務
と
言
え
る
中
央
弁
公
庁
で
胡
耀
邦
、
趙
紫
陽
、
江
沢
民
に
仕
え
た
。
張
お
ば

さ
ん
は
最
初
、
地
質
学
と
縁
の
あ
る
宝
石
の
国
有
企
業
を
興
し
、
大
き
な
取
引
に
手
を
付
け
た
。
し
か
し
、

温
家
宝
家
内
部
で
企
業
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
、
夫
の
政
治
活
動
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
得

る
の
で
、
張
お
ば
さ
ん
は
商
売
に
直
接
関
わ
ら
ず
、
そ
の
役
を
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
担
っ
た
。 

  

温
家
宝
が
現
役
だ
っ
た
八
九
年
に
天
安
門
事
件
が
あ
り
、
自
由
化
を
求
め
る
デ
モ
を
実
力
で
鎮
圧
さ
れ

た
。
彼
の
上
司
で
あ
る
自
由
な
国
に
理
解
を
も
っ
た
趙
紫
陽
は
失
脚
し
、
同
様
な
考
え
方
持
つ
数
千
人
の

官
僚
が
検
挙
さ
れ
た
が
、
温
家
宝
は
自
ら
こ
の
考
え
を
行
動
に
移
す
こ
と
な
く
現
職
に
専
念
し
て
、
総
理

へ
と
登
り
詰
め
た
。
職
務
以
外
は
張
お
ば
さ
ん
に
任
せ
き
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
張
お
ば

さ
ん
を
通
じ
て
改
革
開
放
路
線
を
真
っ
す
ぐ
進
ん
だ
。 

  

「
コ
ネ
」
は
中
国
語
で
関
係
（g

u
a
n
x
i

）
と
言
う
が
、
権
力
者
と
の
繋
が
り
を
言
う
。
単
な
る
顔
見

知
り
の
意
味
で
は
な
い
。 


